
 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 職員室前廊下に「きらりの木」が掲示されています。学年を越えて、子どもたちの「ありがとう」が 

交流し、一枚一枚から今年度の子どもたちの心の成長が伝わります。その中から、いくつか紹介します。 

 

りゅうのすけくんへ  そうじのとき、うえぶきをしっかりしぼってもってきてくれたり、ていねいにつくえ

のうえをふいていて、すごいね！（いろは） 

はるまくんへ     たいいくのとき、リレーではしりかたがうまかったね。（ゆあ） 

ゆあくんへ      いつもそうじをして一番はやくはじめていて、すごいなあと思います。次、まねした

いです！！（ゆうか） 

れんくんへ      ８０ｍ、１４．８で、すごいね。（かい） 

りじゅちゃんへ    ほけんのクイズをがんばっていて、ちょうちょうすごいとおもいました。これからも

おてほんにしたいです。すごいね。（かい） 

なつこさんと     前、かいだんにこぼれていた牛にゅうを、てきぱき自分からふいていて、すごいなと 

はるとくんへ   思いました。（りっか） 

そうすけさんへ    そうじのとき、じぶんのばしょがおわったら、ぼくたちの手つだいをして、ぼくもま

ねしたいです。（けいご） 

りらさんへ      総合のとき、がんばってしらべていいね。あと、体いくのとき、なわとびをがんばっ

ていいね。（りじゅ） 

けいすけくん     いつも新聞を読んでできごとをみんなにつたえて、いいなーと思いました。（きあや） 

みなこさんへ     きらり委員会の朝、あいさつをする時、私の横に来て、いっしょにこれから来るみん

なに、あいさつをしてくれてありがとう。そのおかげで、みなこさんの明るいあいさ

つをまねできることがうれしかったです。これからもあいさつがんばりましょう。 

（るい） 

ようすけくんへ    いつもぼくにおそうじのこと、おしえ 

てくれてありがとう。（りく） 

ゆかりさんへ     そうじの時、１年生にやさしく、わかり 

やすく教えてくれてたのが、びっくりし 

ました。（ゆいと） 

あいとくんへ     いつもおそうじのしかたをおしえてくれ 

てありがとう。（ななと） 

ながおかさんへ    ふせんをはってくれて、ありがとうござ 

います。（りょうな） 

 



      

 

 

 

 

 

＜御 礼＞ 

山形県花き生産連絡協議会より大きなフラワーアレンジメントをいただきました。飯豊町建設業親睦会

様より机用パーテーションを学年順にご提供いただきます。中洞の新野様より児童・職員数分のマス

ク、佐藤学校薬剤師様より消毒用ジェルをいただきました。皆様、誠にありがとうございます。来週

からの代替え昼食での町内飲食店様、㈱デンソー山形様からのご提供にも、深く感謝申し上げます。 

1 土  11 火  21 金  

2 日  12 水  22 土  

3 月 安全の日 13 木  23 日  

4 火 ＡＬＴ(中高) 14 金  24 月 ２学期始業式 

5 水 １学期終業式 15 土 添川読書の日 25 火 ＡＬＴ(中高)、委員会活動 

6 木  16 日  26 水 職員会議 

7 金  17 月  27 木 ＡＬＴ(高)、避難訓練 

8 土 学校閉庁日（～１６日） 18 火  28 金  

9 日  19 水  29 土  

10 月 山の日 20 木  30 日  

      31 月 身体測定､生活リズム(～9/7) 

閉庁期間の緊急連絡先は、 

教育委員会（８７－０５１９） 

へお願いいたします。 

＜ミニコラム＞ 子どもの心とことばを育てるために（その２） 

子どもにとって「安心する」ということ 
 今回は、子どもにとって「安心する」ということを考えてみたいと思います。 

 私の感覚ですと、子どもにとって「安心する」とは、次のようなことです。 

  「親に守ってもらえている感覚」 

  「親に自分のことをしっかり見てもらえている感覚」 

  「親に自分の言うことを受け止めてもらえている感覚」 

  「親の顔色を伺う必要がなく、何かに没頭できる感覚」 

  東京学芸大学の大河原美以先生は、著作の中で次のように述べています。 

 

 親子関係のよしあしは、実は１点に集約される。それは、「子どもが困ったときに親の顔を見ると安心

する」関係性が構築されているかどうか、ということに尽きる。 

 この関係性の重要性は、乳児から青年にいたるまで一貫している。 

 この関係性がゆるぎないものであれば、子どもは「不快感情を安全に抱える（＝感情抑制）」力を身に

つけて、安定した大人へ成長することができる。『子どもの感情コントロールと心理臨床』（日本評論社） 

 

  大河原先生の言う「不快感情を安全に抱える」力が身につくことによって、「我慢する力」の第一歩が

育ちます。しかしながら、それは子どもだけの一方的な育ちなのではなく、親子の関係性の中で、親子共

に育っていくものといえます。「お花きれいだね」と同じ花を見つめる親子のように。 

 「我慢する力」は「ストレス耐性」ともいえます。次回、考えてみたいと思います。 


